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質
問　

高
田
松
原
運
動
公
園
内

の
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
４
年
１
月
末
現
在
、

前
年
同
期
比
52
％
増
の
４
万
５
千
人

を
超
え
、
幅
広
い
年
代
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　

質
問　

公
園
の
さ
ら
な
る
整
備

万
円
、
過
疎
対
策
事
業
債
は
約

５
億
円
の
予
算
を
計
上
。
今
後
も

市
税
な
ど
の
歳
入
の
確
保
に
最

大
限
努
め
る
。
過
疎
債
な
ど
の
地

方
債
の
借
入
は
将
来
的
な
負
担

を
見
据
え
、
総
合
的
な
判
断
を
す

る
。

高田松原第一球場（高田町）工本市も日本遺産に認定

と
工
夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
、
全
て
の
方
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
い
る
。

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
や
ス
ロ
ー
プ
を

配
置
し
た
ほ
か
、子
ど
も
の
広
場
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も
可
能

な
多
目
的
広
場
も
あ
る
。
今
後
も

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
必

要
な
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

市
道
の
整
備
は

　

質
問　

市
内
の
道
路
整
備
計
画

は
。

　

答
弁　

本
市
の
道
路
整
備
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
く
整
備
計
画
に
よ

り
進
め
る
。
道
路
や
橋
梁
の
現
状

把
握
と
計
画
的
な
修
繕
な
ど
の
予

防
的
保
全
を
実
施
し
、
長
寿
命
化

と
財
政
負
担
軽
減
お
よ
び
平
準
化

に
努
め
る
。

　

質
問　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
情
報
共
有
は
。

　

答
弁　

受
託
者
に
よ
る
週
２
回

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
国

道
や
県
道
の
異
常
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
に
連
絡
し
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も

安
全
な
道
路
環
境
維
持
の
た
め
、

国
県
と
道
路
状
況
の
情
報
共
有
を

速
や
か
に
行
い
、
早
急
な
対
応
に

つ
な
が
る
よ
う
連
絡
を
密
に
す
る
。

新
年
度
予
算
は

　

質
問　

歳
入
確
保
策
は
。

　

答
弁　

令
和
４
年
度
の
地
方
交

付
税
は
約
54
億
７
千
万
円
、
震
災

復
興
特
別
交
付
税
は
約
８
億
７
千
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松
原
運
動
公
園
の
利
用
は

　
　

前
年
同
期
比
52
％
増
で
推
移

日
本
遺
産
の
活
用
い
か
に

魅
力
発
信
と
交
流
人
口
拡
大
に

　

質
問　

令
和
元
年
に
本
市
と
平

泉
町
を
は
じ
め
、
宮
城
県
の
涌
谷

町
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸
町
の
２

市
３
町
に
よ
る
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
た

め
、
竹
駒
地
区
を
は
じ
め
各
種
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
は

　

質
問　

児
童
生
徒
が
情
報
端
末

機
器
を
活
用
し
、
そ
の
有
効
性
を
高

め
る
た
め
の
指
導
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

指
導
主
事
が
学
校
に
出

Ｌ
Ｄ
浪
漫—

黄
金
の
国
ジ
パ
ン

グ
、
産
金
は
じ
ま
り
の
地
を
た
ど

る—

」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
所
管
部
署
は
。

　

答
弁　
有
形
・
無
形
の
文
化
財

群
の
活
用
や
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
観
光
交
流
課
が
担
当
し
、
文
化

財
の
指
定
や
保
存
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
が
担
っ
て
い
る
。

　

質
問　

本
市
で
認
定
さ
れ
た
12

点
の
構
成
文
化
財
の
う
ち
、
未
指

定
と
な
っ
て
い
る
11
点
へ
の
考
え
は
。

　

答
弁　

文
化
財
基
礎
調
査
と
日

本
遺
産
の
物
語
と
な
る
ス
ト
ー
リ

ー
を
構
成
す
る
文
化
財
調
査
に
つ

い
て
調
整
し
、「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ

Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
に
係
る
ス
ト
ー
リ
ー

の
充
実
に
努
め
る
。

　

質
問　

日
本
遺
産
の
本
市
ス

ト
ー
リ
ー
で
中
心
と
な
る
玉
山
金

山
の
活
用
の
見
通
し
は
。

　

答
弁　

玉
山
金
山
遺
跡
の
活
用

を
中
心
に
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

浪
漫
」
全
体
の
魅
力
を
発
信
し
、

向
き
、
児
童
生
徒
の
興
味
や
関
心
を

高
め
る
方
法
の
ほ
か
、
互
い
の
考
え

を
共
有
し
て
話
し
合
い
な
ど
に
活
用

す
る
方
法
に
つ
い
て
教
職
員
の
研
修

会
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
強

化
を
図
っ
て
い
る
。

　

質
問　

在
宅
授
業
も
可
能
な
仕

組
み
と
な
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
だ
が
、
本
市
の
現
状
は
。

　

答
弁　
学
校
の
臨
時
休
業
等
で

　

質
問　

本
市
の
財
政
状
況
を
表

す
指
数
で
、
高
く
な
る
と
財
源
に

余
裕
が
な
い
こ
と
を
示
す
経
常
収

支
比
率
の
現
状
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
２
年
度
決
算
に
お

け
る
経
常
収
支
比
率
は
、
令
和
元

年
度
に
比
べ
０・
１
ポ
イ
ン
ト
増

の
94
・
５
％
と
な
っ
た
。
県
内
14

視
す
る
視
点
は
何
か
。

　

答
弁　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ(

ソ
サ
エ
テ
ィ)

５・
０
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
た
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
）
の

実
現
に
向
け
た
技
術
の
活
用
、
地

域
全
体
を
見
渡
し
た
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
推
進
を
掲
げ
、
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

財政運営は？

市
の
平
均
が
93
・
１
％
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
の
経
常
収
支
比
率

は
、県
平
均
値
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

質
問　

財
政
力
指
数
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

市
民
税
が
震
災
前
の
額

を
上
回
っ
た
こ
と
や
、
固
定
資
産

税
が
回
復
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
決
算
時
の
財

政
力
指
数
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

変
わ
ら
ず
０
・
33
と
な
っ
て
お
り
、

震
災
前
の
０
・
28
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政

力
も
緩
や
か
に
上
昇
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。

　

質
問　

財
政
調
整
基
金
に
含
ま

れ
る
国
庫
返
還
金
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

財
政
調
整
基
金
の
令
和

３
年
度
末
残
高
は
約
84
億
円
と
な

る
見
込
み
で
、
そ
の
う
ち
の
返
還

金
は
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に

よ
る
土
地
売
払
収
入
分
が
約
13
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

質
問　

事
業
清
算
と
と
も
に
発
生

す
る
国
庫
へ
の
返
還
金
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

清
算
手
続
き
を
行
う
予

定
の
主
な
事
業
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
な
ど
の
国
土
交
通
省
所
管

事
業
で
、
復
興
交
付
金
事
業
の
中

で
も
事
業
費
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

事
業
清
算
に
よ
る
国
庫
返
還
金
は

数
十
億
円
規
模
と
な
る
も
の
と
試

算
し
て
い
る
。
震
災
復
興
特
別
交

付
税
に
つ
い
て
も
、
令
和
４
年
度

以
降
に
お
い
て
国
庫
へ
の
返
還
が

生
じ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

総
合
戦
略
ど
う
進
め
る

　

質
問　

第
２
期
総
合
戦
略
の
重

復
興
事
業
清
算
の
返
還
金
は

　

国
庫
に
数
十
億
円
規
模
と
試
算 伊藤　勇一
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必
要
と
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
継
続
す
る

た
め
に
も
遠
隔
授
業
が
可
能
と
な

る
リ
モ
ー
ト
の
活
用
を
進
め
て
い

る
が
、
特
に
小
学
校
低
学
年
に
お

い
て
は
機
器
の
操
作
方
法
に
不
慣

れ
な
面
が
見
受
け
ら
れ
る
。
授
業

時
間
だ
け
で
な
く
、
学
校
生
活
全

体
を
通
じ
て
丁
寧
に
指
導
し
て
い

る
。


